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月刊「あったかいご通信」を発行する土地活用研究会は、地域密着の建設会社が福祉施設の開

業をサポートする全国50社の国内最大級のネットワークです。毎月、業界の最新情報や成功

事例をお届けします。業界全般の最新情報や経営のコツ、利用者募集や人材マネジメントなど

リクエストも大歓迎です！
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障害者が生産に携わった食品
示す「ノウフクJAS」

障害者雇用促進法の制定にともな
い、現在、流通している食品の生産に
障がい者が携わることが増えてきたこ
とを背景に、障害者が生産に携わっ
た食品であることを示す「ノウフクＪＡ
Ｓ」の第１号が１日、誕生した。

食品の品質や生産行程に関するＪＡ
Ｓの認証を受けてマークを表示するこ
とで、消費者がより安心して購入でき
るようになる。障害者の工賃向上や農
業の人手不足解消など、農福連携を
後押しすることが期待される。

ノウフクＪＡＳは、障害者が野菜の栽
培や牛の飼育、魚の水揚げなどの生
産行程に携わった「生鮮食品」と、こ
れらを１種類以上使った「加工食品」
などを対象とする。

認証を受けるには登録認証機関（一
般社団法人日本基金など）に申請する。
書類審査、実地検査を経て、１カ月半
ほどで結果が出る。費用は各約１５万
円で、両方を申請すると割引がある。

認証基準には、障害者が作業しや

すい環境をつくること、作業を記録して
おくことなどがある。認証後も１年に１
回は検査を受けなければならない。

認証第１号となったのは、（株）ウィ

ズファーム（長野県）、（株）ひだまり
（同）、さんさん山城（京都府）、ＮＰＯ法
人すまいる（愛知県）。

４者は同日、農林水産省で末松広
行・農水事務次官と懇談した。末松事
務次官は「マークの意味することがき
ちんと理解され、商品が高く売れるよう
努力していくことが大切」と話した。

さんさん山城（社会福祉法人京都聴
覚言語障害者福祉協会）は、地域特
産の宇治茶、田辺なす、万願寺とうが
らし、えび芋などの生産、加工、販売を
行っており、「生鮮食品」と「加工食品」
の認証を受けた。新免修施設長は「審
査の過程で作業をマニュアル化するこ
とで業務を整理できた。費用はかかる
が、それ以上の効果がある」と今後に
期待する。
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